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12月９日（日）に、エコパスタジアムを発着点に第30回袋井
クラウンメロンマラソンが開催されました。袋井市スポーツ協
会関係者、地元の中高生、市民団体等約1,500人がボランテ
ィアとして、山名小学校前の給水所では、水・スポーツドリン
クを紙コップへ用意して、ランナーの到着を待っていました。

袋井クラウンメロン
マラソン

●11月定例会の概要 ………
●市政に対する代表質問 ……
●市政に対する一般質問 ……
●常任委員会レポート ………
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1
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
3
号
と
第
4
号

が
あ
り
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、

13
億
8
2
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

3
4
7
億
5
9
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
3
号
〉

●
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
空
調
設
備
設
置
事
業

…
…
12
億
6
2
0
万
円 

●
災
害
復
旧
事
業
（
台
風
24
号
分
）

…
…
4
8
4
0
万
円

〈
第
4
号
〉（
主
な
も
の
）

●
人
件
費
補
正　
　
　
　
　

…
…
1
億
8
4
7
万
円

　

退
職
手
当
の
増
及
び
人
事
院
勧
告
に
伴
い
給
料
表

と
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数
の
改
定
に
よ
る
も
の

●
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
…
…
2
3
2
7
万
円

●
児
童
送
迎
バ
ス
運
行
事
業　

…
…
1
2
0
0
万
円

●
公
債
費
（
平
成
29
年
度
地
方
債
借
入
額
・
利
率
確

定
に
伴
う
減
額
）　　
　

 

…
…
△
5
9
5
0
万
円

　

ま
た
、
債

※

務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
袋
井
市
停
留
所
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
業
務

委
託

　

期　

間　

平
成
30
年
度
か
ら
3
年
間

　

限
度
額　

2
3
5
0
万
円

●
袋
井
市
総
合
セ
ン
タ
ー
に
係
る
袋
井
商
工
会
議
所

持
分
財
産
購
入
費

　

期　

間　

平
成
30
年
度
か
ら
2
年
間

　

限
度
額　

1
億
6
0
0
0
万
円

●
児
童
送
迎
バ
ス
運
行
業
務
委
託

　

期　

間　

平
成
30
年
度
か
ら
2
年
間

　

限
度
額　

2
8
3
0
万
円

11月定例会

初
日
議
決 

市
内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
3
9
5
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

　

市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
と
1
件
の
報
告
が

上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
1
件
の
請
願
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
（
請
願
の
内
容
に
つ
い
て
は
3
頁
に
記
載
）
。

　

な
お
、
代
表
質
問
で
は
、
4
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
を
行
い
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

袋井西小学校の教室に設置してあるエアコン袋井西小学校の教室に設置してあるエアコン
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請 

願

条
例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び

「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
の
関

す
る
法
律
」
等
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
定

義
の
明
確
化
、
特
に
取
り
扱
い
に
配
慮
を
要
す
る

も
の
と
し
て
、
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
規
定
を
定
め
る
等
、
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

●
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数　

3
・
50
月
↓
3
・

55
月
）

●
袋
井
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
料
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数　

4
・
40
月
↓
4
・

45
月
）

●
袋
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数　

4
・
40
月
↓
4
・

45
月
、
給
料
表
の
改
定
）

人
事
（
敬
称
略
）

　

委
員
の
辞
職
に
伴
い
市
長
か
ら
次
の
候
補
者
の
選
任

議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

大
庭　

通
嘉
（
土
橋
）

選
挙
（
敬
称
略
）

●
太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合
議
会
議
員
、
袋

井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
及
び
掛
川

市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員

　

組
合
議
会
議
員
の
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
が
行

わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

◎
太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合
議
会
議
員

　
　

田
中　

克
周

◎
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　
　

鈴
木　

弘
睦

◎
掛
川
市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員

　
　

鈴
木　

弘
睦

そ
の
他

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。
指
定
の
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成
31
年
4
月

1
日
か
ら
5
年
間
に
な
り
ま
す
。

◎
袋
井
市
立
可
睡
寮

　
　

社
会
福
祉
法
人　

明
和
会

◎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
白
雲
荘
」

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市

◎
袋
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か
3
施
設

　
　

サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
静
岡
ビ
ル
保
善
共
同
事
業
体

◎
愛
野
公
園
ほ
か
12
施
設

　
　

袋
井
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
グ
ル
ー
プ

◎
袋
井
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
公
益
社
団
法
人　

袋
井
・
森
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◎
田
原
農
村
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

下
新
池
自
治
会

◎
笠
原
児
童
館
ほ
か
1
施
設

　

社
会
福
祉
法
人　

袋
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
と
、
辺
野
古
の
海
埋

め
立
て
工
事
は
沖
縄
の
民
意
が
明
確
に
示
さ
れ

る
県
民
投
票
ま
で
凍
結
す
る
こ
と
を
政
府
に
求

め
る
意
見
書
を
袋
井
市
議
会
が
可
決
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
請
願
書

　

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
と
、
辺
野
古

の
海
埋
め
立
て
工
事
は
沖
縄
の
民
意
が
明

確
に
示
さ
れ
る
県
民
投
票
ま
で
凍
結
す
る

こ
と
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
を
袋
井
市

議
会
が
可
決
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

沖
縄
県
民
が
複
雑
な
思
い
を
交
錯
さ
せ

て
い
る
こ
と
や
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の

制
約
下
に
お
い
て
、
不
平
等
や
不
公
平
、

矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
否
め
な

い
事
実
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
の
政
策
判
断
に
基
づ
く
案
件

に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
そ
の

処
理
権
限
は
及
ば
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
不

採
択
と
す
る
。

趣 旨結 果
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代表質問とは
　代表質問は、一般質問に先立ち、翌年度の市
政の運営に向けて会派の政策提言・提案という
趣旨で会派を代表する議員が行うものです。

一般質問とは
　一般質問は、個々の議員が市政全般にわ
たり市長・教育長に対して行う質問で、各
定例会で行います。

11月定例会では11月定例会では
代表質問を行いました代表質問を行いました

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

問
本
市
へ
の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の

浅
羽
佐
喜
太
郎
公
紀
念
碑
へ
の
行

幸
啓
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た

れ
た
か
。

答
偉
大
な
先
人
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
と

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
氏
と
の

友
情
に
ま
つ
わ
る
歴
史
な
ど
両
陛
下
が
御

認
識
を
し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
る
。
今
回
を
機
に
本
市
と
ベ
ト

ナ
ム
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
碑
建
立
1
0
0

年
特
別
展
の
展
示
品
の
今
後
の
取

り
扱
い
は
。

答
郷
土
資
料
館
、近
藤
記
念
館
の
「
袋

井
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
」
に
組
み
込

み
、
常
設
展
示
を
行
う
。
ま
た
、
歴
史
愛

好
団
体
に
よ
る
展
示
発
表
に
提
供
し
、
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
世
界
の
茶
文
化
を
知
る
松
下
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
今
後
の
展
開
は
。

答
今
後
も
引
き
続
き
県
等
と
も
連
携

し
、
資
料
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9ＴＭ
の
開
催

問
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン

が
観
戦
に
来
ら
れ
る
が
、
本
市
の
経
済
効

果
を
ど
の
よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

答
本
市
単
独
で
は
、
試
算
し
て
い
な

い
が
、
静
岡
経
済
研
究
所
の
想
定

で
約
1
2
0
億
円
の
経
済
波
及
効
果
と
さ

れ
て
い
る
。
J
R
愛
野
駅
に
は
、
1
試
合

当
た
り
2
万
人
か
ら
2
万
5
0
0
0
人
の

乗
降
客
が
予
想
さ
れ
る
。

問
開
催
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
本
市

が
支
出
し
て
き
た
費
用
と
、
来
年

度
に
向
け
て
の
事
業
内
容
は

答
地
方
創
生
交
付
金
の
活
用
を
含
め

て
約
2
億
5
9
0
0
万
円
で
あ

り
、
来
年
度
は
、
ま
ち
の
国
際
化
、
愛
野

駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
情
報
発
信
、

ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
心
身
の
成
長
を
促
す
取
り
組
み
も
実
施

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
入
管
法
改
正
と
本
市
の
影
響

•
本
市
の
財
政
運
営

新
生
ふ
く
ろ
い

山
田 

貴
子 

議
員

近藤記念館　浅羽佐喜太郎公展示コーナー

ラグビーボール型巨大モニュメント
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自
治
体
財
政
の
厳
し
さ
を
受
け
て

問
平
成
31
年
度
市
政
運
営
に
あ
た
り

重
要
視
す
べ
き
課
題
は
。

答
1
つ
目
は
、
教
育
の
充
実
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教

育
や
I
C
T
の
活
用
を
図
る
こ
と
で
確
か

な
学
力
の
定
着
と
考
え
る
力
の
養
成
に
取

り
組
み
た
い
。
2
つ
目
は
、
外
国
人
技
能

労
働
者
の
受
け
入
れ
に
伴
い
、
今
後
増
加

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
日
本
人

市
民
と
外
国
人
市
民
が
認
め
合
い
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
体
制
を

整
え
た
い
。
3
つ
目
は
、
高
齢
化
へ
の
対

応
と
し
て
市
民
の
誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て

も
住
み
な
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
4
つ
目
は
、
A
I
や
I
o
T
な
ど
第

4
次
産
業
革
命
に
伴
う
中
小
企
業
へ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
、
農
業
・
観
光
・

商
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
連
携
し
、

地
域
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
強
い
経
済

基
盤
を
構
築
し
た
い
。
以
上
の
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
来
年
度
の
予
算
編
成
を
し
て
い

き
た
い
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援

問
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
推
進
し
女
性

の
就
職
を
応
援
す
る
考
え
は
あ
る

か
。答

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

は
、
静
岡
理
工
科
大
学
に
と
っ
て
も
価
値

の
あ
る
内
容
だ
と
考
え
る
。
本
市
も
同
じ

目
標
を
目
指
し
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
家
庭
や
地
域
の
育
児
力
向
上
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

答
核
家
族
化
の
進
行
、
母
親
の
就
業

率
の
高
ま
り
、
子
育
て
世
帯
の
孤

立
化
等
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。家
庭
の
教
育
力
向
上
や
、

地
域
で
子
育
て
を
す
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
向
上
が
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

防
災
減
災
対
策

問
避
難
所
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

答
63
避
難
所
の
う
ち
段
差
解
消
が
約

65
％
。
今
後
は
、
施
設
建
設
や
大

規
模
改
修
時
に
設
置
管
理
者
と
設
置
へ
の

協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
成
31
年
度
予
算
編
成

問
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
市
の
財

政
へ
の
影
響
は
。

答
税
額
が
2
％
上
が
る
と
交
付
金
の

額
も
約
16
億
円
か
ら
約
21
億
円
と

な
る
見
込
み
だ
が
、
交
付
金
が
増
え
て
普

通
交
付
税
が
そ
の
分
減
る
。
具
体
的
な
数

字
の
試
算
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
成
長
す
る
ま
ち
づ
く
り

•
公
民
連
携
の
推
進
に
向
け
て
等

自
民
公
明
ク
ラ
ブ

鈴
木 

弘
睦 

議
員

代表質問の質問時間

バリアフリー化が進む浅羽東コミュニティセンター
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国
民
健
康
保
険
税
の引

き
下
げ
を

問
今
年
度
か
ら
国
保
運
営
が
県
単
位

に
移
行
し
、
数
年
後
に
は
県
内
統

一
の
保
険
料
と
な
る
が
、
資
産
割
廃
止
に

よ
り
負
担
が
重
く
な
る
加
入
者
が
続
出
す

る
。
早
期
に
試
算
し
、
激
変
緩
和
措
置
を

示
す
こ
と
を
求
め
る
が
。

答
県
下
の
保
険
料
水
準
の
統
一
時
期

や
制
度
改
正
後
の
決
算
が
確
定
し

て
い
な
い
中
で
、
適
正
に
試
算
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
条
件
が
整
っ
た
上
で
試

算
し
た
い
。

問
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
の
残
高

は
9
億
1
6
2
2
万
円
に
達
し
て

い
る
。
こ
れ
を
活
用
し
保
険
料
引
き
下
げ

を
求
め
る
が
。

答
県
下
の
保
険
料
水
準
の
統
一
で

は
、
資
産
割
廃
止
な
ど
賦
課
方
法

の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

急
激
な
保
険
料
の
変
動
と
な
ら
な
い
た
め

の
激
変
緩
和
措
置
の
財
源
な
ど
、
今
後
、

基
金
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
一
般
会
計
か
ら
の
「
そ
の
他
繰
入
」

（
財
政
支
援
）
を
継
続
し
、
国
保
税

の
引
き
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
を
求
め
る
が
。

答
法
定
外
の
繰
入
は
、
計
画
的
段
階

的
な
解
消
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
加
入
者
の
負
担
も

考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

給
食
費
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

問
保
護
者
に
負
担
が
重
い
学
校
給
食

費
の
無
償
化
・
助
成
の
実
施
が
で

き
な
い
か
。

答
給
食
1
食
当
た
り
の
保
護
者
負
担

額
は
小
学
校
2
5
0
円
、
中
学
校

3
0
0
円
で
、
県
下
23
市
の
平
均
を
下
回

る
額
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
給
食
費
の

無
償
化
・
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

バ
ス
通
学
費
の
負
担
軽
減
を

問
平
成
31
年
3
月
末
で
遠
鉄
バ
ス
の

法
多
線
、
松
袋
井
線
、
山
梨
線
が

廃
止
と
な
る
。
本
市
は
大
型
バ
ス
を
購
入

し
、
有
償
で
児
童
を
送
迎
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
機
に
無
償
化
・
軽
減
を
図
る

べ
き
で
は
。

答
バ
ス
利
用
の
保
護
者
負
担
は
、
現

状
の
運
賃
を
基
本
に
し
つ
つ
、
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
バ
ス
の
利
用
料
金

を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
憲
法
改
正
・
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
は

•
大
規
模
停
電
の
教
訓
と
対
策
は

•
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
の
考
え
は

•
宅
地
開
発
に
伴
う
寄
付
公
園
の
あ
り
方
は

日
本
共
産
党

高
橋 

美
博 

議
員

代表質問を始めるまで

袋井南小学校の通学風景
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企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は

問
小
笠
山
山
麓
開
発
事
業
と
し
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
を
検

討
し
て
い
る
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー（
株
）

と
の
優
先
交
渉
権
が
終
了
し
た
。
今
後
の

展
開
は
。

答
平
成
30
年
10
月
末
の
協
定
締
結
を

目
指
し
て
い
た
が
、
現
時
点
で
は

燃
料
調
達
計
画
が
立
案
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
優
先
交
渉
権
を
終
了
し
た
。
し

か
し
、
進
出
に
向
け
意
欲
的
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
伺
っ
て
い
る
た
め
、
進
出
の

め
ど
が
立
っ
た
時
点
で
再
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
袋
井
イ
ン
タ
ー
東
側
の
土
地
利
用

の
進
捗
状
況
は
。

答
ヨ
シ
コ
ン（
株
）か
ら
土
地
利
用
計

画
書
が
出
さ
れ
、
本
市
及
び
県
の

土
地
利
用
事
業
の
承
認
、
本
市
の
開
発
行

為
の
許
可
を
行
っ
た
。
現
在
、
出
店
事
業

者
と
の
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
規

模
な
工
事
に
な
る
た
め
、
適
切
な
土
地
利

用
の
実
施
に
向
け
事
業
者
に
対
し
指
導
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
喫
緊
の
課
題

問
年
々
増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ
の
個
体

数
に
対
し
て
捕
獲
数
も
増
加
し
て

い
る
。
猟
友
会
へ
の
捕
獲
業
務
委
託
料
の

減
額
は
実
態
と
整
合
し
て
い
な
い
。
増
額

の
検
討
を
。

答
猟
友
会
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問
被
害
防
止
策
と
し
て
「
箱
わ
な
」

購
入
費
と
電
気
柵
等
の
設
置
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
を
。

答
「
箱
わ
な
」
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
か
ら
も
要
望
が
出
て
お
り
引
き

続
き
購
入
す
る
と
と
も
に
、
管
理
す
る
猟

友
会
へ
の
支
援
強
化
も
検
討
し
て
い
く
。

電
気
柵
の
設
置
費
に
関
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
対
策
を
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
必
要
な
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

透
析
医
療
機
関
の

災
害
時
停
電
対
策
は

問
今
回
の
大
規
模
停
電
は
、
災
害
時

医
療
教
訓
と
し
て
活
か
し
、
今
後

の
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
広
域
的
な
対
応
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
「
中
東
遠
地
区
透
析
災
害

時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
に
お
い
て
、
情

報
交
換
を
行
い
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
外
国
人
増
加
に
対
す
る
環
境
整
備
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

•
学
校
行
事
の
企
画
や
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て

•
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
の
整
備
事
業
に
つ

い
て

傍聴のご案内

緑　

風　

会

戸
塚 

文
彦 

議
員

捕獲されたイノシシ
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市政に対する 一般質問
問 

袋
井
南
保
育
所
、
袋
井
南
幼
稚
園
、

高
南
幼
稚
園
が
統
合
さ
れ
て
造
ら
れ
る
こ

ど
も
園
は
、
当
然
、
公
立
の
園
で
あ
る
。

な
ぜ
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
の
か
当
局
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
公
立
だ
と
建
設
費
は
全
額
本
市
の
負
担

に
な
る
が
、
民
間
だ
と
半
額
国
の
補
助
が

受
け
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。       

　

し
か
し
、
設
立
予
定
地
の
す
ぐ
前
に
高

南
小
学
校
、
2
0
0
メ
ー
ト
ル
弱
の
と
こ

ろ
に
特
別
支
援
学
校
、
北
側
に
看
護
専
門

学
校
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
も
な
い
と
こ
ろ

に
高
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
新
し
い
こ
ど
も
園
が
公
立
な
ら
地
域

住
民
と
の
交
流
も
含
め
て
、
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
う
え
で
、
連
携
・
協
力
交
流

が
や
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

仮
称
袋
井
南
認
定
こ
ど
も
園
は

2
0
2
2
年
4
月
開
園
を
目
指
し
、

公
設
公
営
、
公
設
民
営
、
民
設
民
営

の
三
つ
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る

の
で
、早
期
に
方
針
を
決
定
し
た
い
。

問 

11
市
町
調
べ
て
市
長
、
議
長
、
副
市

長
及
び
副
町
長
の
3
台
所
有
が
3
市
の
み
。

副
市
長
及
び
副
町
長
所
有
な
し
が
8
市
町
。

経
費
節
約
の
た
め
、
兼
用
は
で
き
な
い
か
。

答 

市
長
が
以
前
使
用
し
て
い
た
公

用
車
を
副
市
長
が
現
在
使
用
し
て
お

り
、
兼
用
の
た
め
に
経
費
を
使
う
べ

き
で
は
な
い
と
の
論
を
受
け
入
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

竹
野 　

昇 

議
員

問 

9
月
議
会
で
注
意
喚
起
し
た
停
電
時

救
護
所
運
営
、
災
害
時
対
応
は
万
全
で

あ
っ
た
か
。

答 

救
護
所
運
営
が
適
切
に
行
え
る
か

改
め
て
検
証
し
、
機
器
等
の
不
足
が
確

認
さ
れ
た
。
今
後
は
資
器
材
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
高
南
小
学

校
で
開
催
予
定
の
救
護
研
修
会
で
は
、

医
療
関
係
者
の
参
加
を
予
定
し
、
救
護

所
運
営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問 

道
徳
教
育
の
指
導
力
向
上
は
、
教
育

活
動
全
般
の
指
導
力
向
上
に
も
重
要
で
あ

る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答 

道
徳
的
な
課
題
を
見
つ
け
指
導

が
で
き
る
教
員
は
、
児
童
生
徒
の
思

考
を
多
面
的
に
引
き
出
し
、
他
の
教

科
で
も
深
い
学
び
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
教
員
と
し
て
の

資
質
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

問 

管
理
運
営
の
効
率
化
は
図
ら
れ
て
い

る
か
。

答 

本
年
度
は
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
の
年
で
あ
り
、
受
益
者
負
担

の
原
則
の
徹
底
や
コ
ス
ト
や
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

「
袋
井
市
市
有
財
産
利
活
用
基
本
方

針
」
を
定
め
、
大
規
模
な
市
有
地
6

件
に
つ
い
て
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
実
施
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

木
下 　

正 

議
員

仮
称
袋
井
南
認
定

こ
ど
も
園
を
公
立
の
ま
ま
に

副
市
長
車
・
議
長
車
を

兼
用
に
し
て
1
台
に

防
災
、
減
災
の
取
り
組
み
は
万
全
か

袋
井
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
現
状
は

特
別
の
教
科
「
道
徳
」

教
育
長
の
指
導
方
針
は

（仮称）袋井南認定こども園予定地　上田町グラウンド

どうとくの教科書、ノート
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問 

自
治
会
よ
り
生
活
道
路
の
改
良
や
修

繕
な
ど
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
う
ち

実
施
さ
れ
る
の
は
37
%
程
度
で
あ
る
。
特

に
生
活
道
路
の
要
望
は
40
件
の
う
ち
事
業

化
に
向
け
検
討
さ
れ
た
も
の
は
1
件
程
度

で
あ
る
。
も
っ
と
、
自
治
会
要
望
に
応
え

て
い
く
べ
き
だ
。

答 

現
行
制
度
で
は
要
望
の
取
り
ま

と
め
な
ど
地
元
の
皆
様
に
ご
負
担
を

か
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業

化
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
要
望
に
応
え
る
よ
う

対
応
す
る
と
と
も
に
、
要
望
制
度
の

あ
り
方
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問 

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線
西
側
の

川
井
西
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
。

答 

地
区
計
画
に
向
け
9
割
を
超
す

同
意
が
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年

度
末
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け
法
定

手
続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本
を
無
料
で

借
り
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

閲
覧
で
き
る
磐
田
市
で
も
導
入
し
て
い
る

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
か
。

答 

経
費
が
紙
の
書
籍
の
3
倍
程
度

で
あ
る
こ
と
や
運
用
に
2
0
0
万
円

程
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
導
入
の
考

え
は
な
い
が
、
今
後
引
き
続
き
研
究

し
て
い
き
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

問 

現
在
の
入
札
方
法
で
は
、
行
政
が
作

成
し
た
金
額
入
り
設
計
書
の
開
示
は
契
約

日
の
2
日
後
と
な
っ
て
お
り
、
仮
に
設
計

書
に
違
算
が
あ
っ
て
も
契
約
後
の
た
め
異

議
の
申
し
立
て
は
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は

透
明
性
や
公
平
性
に
欠
け
る
た
め
、
制
度

を
是
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答 

入
札
及
び
契
約
は
、
透
明
性
や
公

平
性
を
確
保
し
適
正
に
実
施
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
遅
く
と
も
来
年

度
か
ら
は
必
ず
新
た
な
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

問 

尾
道
市
で
は
、
腹
部
エ
コ
ー
に
よ
る

膵
臓
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

本
市
で
も
、
こ
の
方
式
を
導
入
し
て
は
。

答 
尾
道
方
式
の
情
報
収
集
や
医
師

会
な
ど
、
医
療
機
関
の
意
見
を
伺
う

中
で
研
究
し
た
い
。

問 

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
り
植
樹
し
た
松
が
再
び
枯
れ
て
し

ま
っ
た
。
今
後
の
対
策
は
。

答 

枯
れ
た
松
は
、
健
全
な
松
へ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
県
の
補
助
を
受

け
伐
採
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
、
伐
採
後
の
植
樹
は
、
被

害
が
深
刻
な
大
野
や
東
同
笠
地
区
を

中
心
に
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

道
路
行
政
の
充
実
を

図
書
館
の
充
実
を

入
札
制
度
の
改
善

今
後
の
松
く
い
虫
対
策
の
進
め
方

膵
臓
が
ん
の

早
期
発
見
体
制
の
確
立

袋井図書館

グリーンウェーブキャンペーン植樹箇所（西同笠地内）
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市政に対する 一般質問
問 

風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
の
県
内

各
市
町
の
実
態
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
本
市

と
し
て
の
助
成
実
施
は
ど
う
か
。

答 

現
在
県
内
20
市
町
で
、
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
と
そ
の
同
居
家
族
を

対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
医
師
会
と
協
議
し
、
国
の
動

向
に
も
注
視
し
、
実
施
に
向
け
た
調

整
を
急
ぎ
た
い
。

問 

2
0
1
9
年
度
は
、
明
治
22
年
の
東

海
道
本
線
開
通
、
袋
井
停
車
場
開
設
、
正

岡
子
規
の
袋
井
の
車
窓
の
句
よ
り
、
い
ず

れ
も
1
3
0
年
の
節
目
の
年
と
な
る
た
め

記
念
事
業
を
開
催
で
き
な
い
か
。

答 

観
光
協
会
や
文
化
協
会
と
イ
ベ

ン
ト
企
画
に
向
け
意
見
交
換
を
し
て

い
き
た
い
。

問 

小
学
校
の
陸
上
・
水
泳
大
会
が
な
く

な
る
こ
と
や
、
中
学
校
の
部
活
に
外
部
人

材
の
指
導
員
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
養

成
講
座
を
開
催
で
き
な
い
か
。

答 

学
校
以
外
の
社
会
体
育
の
充
実

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
地
域
の

ク
ラ
ブ
、
新
体
育
館
を
運
営
す
る
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
株
）等
と
連
携
し

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

粉
ミ
ル
ク
の
よ
う
に
お
湯
で
溶
か
し

た
り
、
哺
乳
瓶
の
洗
浄
や
消
毒
を
す
る
必

要
の
な
い
液
体
ミ
ル
ク
の
国
内
で
の
製
造

販
売
が
平
成
30
年
8
月
よ
り
可
能
に
な
っ

た
。本
市
の
災
害
用
備
蓄
品
へ
の
導
入
は
。

答 

具
体
的
な
販
売
時
期
や
価
格
が

決
定
し
た
段
階
で
、
市
民
に
備
蓄
の

周
知
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
に
対

し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
品
目
と
し

て
加
え
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た

い
。

問 

大
規
模
災
害
時
に
必
要
な
市
民
ト
リ

ア
ー
ジ
の
考
え
方
を
、
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
は
。

答 
袋
井
市
医
療
救
護
計
画
検
討
会

に
お
い
て
、
各
方
面
か
ら
意
見
を
聞

き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

小
中
学
生
の
通
学
時
の
荷
物
負
担
軽
減

に
向
け
た
、
本
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
を
受

け
、
児
童
生
徒
の
携
行
品
に
係
る
適

切
な
配
慮
を
す
る
よ
う
、
各
小
中
学

校
に
通
知
し
た
。
持
ち
帰
る
荷
物
が

多
い
と
き
に
は
分
散
し
て
持
ち
帰
ら

せ
る
な
ど
、
今
後
も
児
童
生
徒
の
発

育
段
階
に
配
慮
し
た
指
導
に
努
め
て

い
き
た
い
。

森
杉 

典
子 

議
員

風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
を

袋
井
駅
開
設
1
3
0
年
を

観
光
に

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
の
養
成
を

災
害
用
備
蓄
品
に

液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
を

小
中
学
生
の
通
学
時
の
荷
物

市
民
ト
リ
ア
ー
ジ
に

対
す
る
本
市
の
考
え
は

正岡子規の句碑

通学風景
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問 

本
市
の
夜
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が

そ
の
概
要
を
伺
う
。

答 

具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
、

1
点
目
が
遠
州
三
山
に
お
い
て
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
で
、
美
し
く

演
出
さ
れ
た
遠
州
三
山
の
夜
の
景
色

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
夜
の
袋
井
へ
行
っ

て
み
た
い
、
袋
井
の
夜
は
面
白
い
と

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。2
点
目
は
、

袋
井
駅
か
ら
原
野
谷
川
ま
で
、
樹
木

空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
監
修
の
も

と
、
樹
木
を
活
用
し
た
路
地
で
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
、
若
者
や
女

性
が
出
か
け
て
み
た
く
な
る
袋
井
ら

し
い
夜
の
町
を
演
出
し
て
い
き
た

い
。
3
点
目
と
し
て
、
地
域
に
密
着

し
た
こ
こ
な
ら
で
は
の
店
な
ど
を
紹

介
す
る
冊
子
を
作
り
、
S
N
S
の
活

用
と
組
み
合
わ
せ
た
ゲ
ー
ム
性
と
、

回
遊
性
の
あ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
同
時
に
実
施

し
、
本
市
の
新
た
な
フ
ァ
ン
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

女
性
の
妊
娠
期
、
出
産
、
出
産
後
の

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と

感
じ
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答 

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
各
種
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
産
後
は
、
母
親
の

身
体
的
回
復
と
心
理
的
安
定
が
重
要

と
な
る
の
で
、
来
年
度
か
ら
、
助
産

所
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
病
院
等
で

の
宿
泊
に
よ
る
相
談
な
ど
の
、
産
後

ケ
ア
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

問 

稲
わ
ら
や
雑
草
な
ど
草
本
系
植
物
か

ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
て

発
電
す
る
研
究
が
、
名
城
大
学
大
場
正
春

教
授
（
市
内
方
丈
在
住
）
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
既
に
市
内
の
メ
ロ
ン
農
家

で
メ
タ
ン
発
生
の
実
験
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
平
成
30
年
の
豊
田
市
で
の
実
証
実
験
で

は
、
稲
わ
ら
や
雑
草
か
ら
の
発
電
で
、
電

気
ス
ト
ー
ブ
や
電
球
が
点
灯
し
、
テ
レ
ビ

や
パ
ソ
コ
ン
の
作
動
に
成
功
し
た
。
水
田

の
稲
わ
ら
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
の
利
用

と
、
堤
防
の
雑
草
を
燃
や
さ
ず
に
発
電
に

活
用
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
で
あ
る
。
こ
の
研
究
へ
の

本
市
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答 

現
段
階
で
は
、
発
電
の
た
め
の

稲
わ
ら
、
刈
り
草
等
の
調
達
や
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
の
調
整
等
の
協
力
が
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
が
つ

け
ば
、
市
内
で
の
実
用
化
に
つ
い
て

検
討
す
る
な
ど
可
能
な
限
り
の
協
力

を
し
て
い
き
た
い
。

問 

家
族
の
絆
を
強
め
、
家
族
・
家
庭
か
ら

防
災
対
策
を
進
め
る
た
め
、「
家
族
防
災
会

議
の
日
」
の
制
定
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答 

家
族
防
災
会
議
は
、
家
族
の
安

否
確
認
や
避
難
場
所
確
認
を
し
て
お

く
こ
と
で
、
慌
て
ず
に
行
動
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
定
期
的
に
各
家

庭
で
防
災
対
策
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
は
、
自
助
の
基
本
で
あ
る
の
で
制

定
を
検
討
し
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

ふ
く
ろ
い

夜
宵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
前
・
産
後
の
ケ
ア
事
業

雑
草
か
ら
発
電

こ
の
研
究
へ
の
協
力
を

「
家
族
防
災
会
議
」
の
ス
ス
メ

ふくろい夜宵プロジェクトのポスター

発酵畝を施工した田んぼ
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市政に対する 一般質問
問 

各
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
。

答 

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
各
校
に
2
人
以
上
配
置
し
て

い
る
。
役
割
は
、
特
別
支
援
教
育
に

豊
富
な
経
験
を
有
す
る
特
別
支
援
学

級
の
担
任
等
が
担
当
し
、
主
に
特
別

支
援
教
育
に
か
か
わ
っ
て
い
る
教
員

の
悩
み
の
相
談
窓
口
、
校
内
外
の
関

係
者
と
の
連
絡
・
調
整
、
保
護
者
の

相
談
窓
口
を
行
っ
て
い
る
。

問 

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
普
通
学

級
で
の
教
育
を
希
望
す
る
場
合
の
対
応
は

ど
う
か
。

答 

入
級
に
つ
い
て
は
、
本
人
や
保

護
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
、

必
要
な
支
援
に
関
し
て
は
、
事
前
に

学
校
と
保
護
者
間
で
確
認
し
、
支
援

に
努
め
て
い
る
。

問 

水
泳
教
室
の
内
容
に
つ
い
て
、
開
催
す

る
団
体
間
で
す
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
。

答 

指
定
管
理
者
が
行
う
教
室
と
各

種
団
体
が
行
う
教
室
が
重
複
し
て
い

る
状
況
か
ら
、
教
室
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
情
報
交
換
を
行

う
場
を
設
け
る
よ
う
指
導
し
、
重
複

に
関
し
て
も
配
慮
し
て
も
ら
う
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
、
暮

ら
し
や
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
内
業

者
の
仕
事
確
保
な
ど
で
地
域
経
済
の
活
性

化
を
。

答 

個
人
の
資
産
形
成
に
か
か
わ
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
、

目
標
を
設
定
し
た
上
で
創
設
す
る
の

が
制
度
の
本
筋
で
、
経
済
対
策
的
な

補
助
制
度
は
考
え
て
お
ら
ず
、
既
存

の
補
助
制
度
の
活
用
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問 

小
規
模
分
散
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
で
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
参
入
に
支
援
を
。

答 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
は
、
重
要
な
こ
と
と
認
識
を
し
て

お
り
、
市
民
発
電
所
を
行
お
う
と
す

る
組
織
、
あ
る
い
は
企
業
か
ら
の
相

談
に
対
し
て
も
、
内
容
を
聞
い
た
上

で
、
状
況
に
応
じ
た
個
別
の
対
応
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

児
童
送
迎
バ
ス
の
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
、
普
通
交
付
税
の
算
定
に
、

基
準
財
政
需
要
額
に
は
3
1
5
0
万
円
が

算
入
さ
れ
る
。
こ
の
金
額
で
十
分
事
業
は

賄
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

普
通
交
付
税
を
算
定
す
る
際
、

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
算

定
項
目
が
あ
る
が
、
補
助
金
の
よ
う

に
事
業
実
施
の
た
め
に
定
額
が
交
付

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

特
別
支
援
教
育
の

支
援
及
び
取
り
組
み
は

市
民
向
け
の
水
泳
教
室
の

現
状
と
課
題
は

地
域
循
環
型
自
立
経
済
を

通
学
費
は
無
償
に

袋井B＆G海洋センター

太陽光発電システム
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
を
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
委
員
会

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第4号）～繰越明許費～

　袋井市消防団袋井方面隊第1分団
車庫移転新築事業は、鉄骨資材の不

足などにより、設計をやり直し、発注す
るとのことだが、当初はいつ入札をして、
工期がいつまでだったのか。
　今回、繰越明許をして、来年度のいつ
までの工期とするのか。
　また、工期延長によって袋井西コミュ
ニティセンターの工事に影響が出てこな
いか。

Q

民
生
文
教
委
員
会

A

●平成30年度袋井市一般会計補正予
算（第4号)～債務負担行為補正～

　児童送迎バス運行業務委託につ
いて、以前の説明から増額した理由

は何か。また、運行スタート時の説明・周
知方法をどう考えているか。

　安全管理において、日常の点検・
清掃、運転手の教育・管理を強化す

るため、業務を精査する中で増額した。
保護者や児童への周知については、2月
から3月にかけて、新入生説明会や保護
者会等で説明していく。

Q

建
設
経
済
委
員
会

A

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第4号）～防災費～

　木造住宅耐震補強助成事業費補
助金、ブロック塀等耐震改修促進事

業費補助金の申請状況は。

　平成30年11月末日現在、木造住
宅耐震補強助成事業申請件数は16

件、ブロック塀等耐震改修促進事業申請
件数は83件になる。木造住宅耐震補強
助成事業費補助金は、県が平成30年4月
以降も拡充を継続するため、またブロッ
ク塀等耐震改修促進事業は大阪北部地震
でのブロック倒壊の被害を受け、今後の
申請件数が見込まれるため補正予算計上
している。

Q

　平成30年9月の上旬に入札を実施
し、工期は9月中旬から平成31年2

月の中旬まで、その後、年度内に分団の
引っ越しが完了し、平成31年4月以降に
解体する予定であった。再入札の予定に
ついては、平成31年1月下旬に入札を実
施した後、工期は平成31年1月末から8
月末までとし、9月に分団の引っ越し、
現在の分団車庫の解体を実施する予定と
している。スケジュールはタイトになる
が、早めに準備を行い、袋井西コミュニ
ティセンターの工事に影響がないように
したい。

A

●老人福祉センター「白雲荘」の指
定管理者の指定について

　シニアクラブ袋井市の施設管理
の経験や能力をどう評価したか。ま

た、利用者ニーズの把握やサービスを向
上させるための方策は。

　書類作成や会計の確認、委託契約
等は綿密な引き継ぎを行い、市も支

援する中で能力や経験値を上げていきた
い。趣味クラブや同好会にもシニアクラ
ブのメンバーが入っているため、ニーズ
の把握ができ、新たな事業を提案する能
力がある人を事務局長に人選していくた
め、協議している。

Q

A

●袋井市墓地条例の一部改正について

　樹木葬墓について最近の問い合
わせ状況と近隣市の状況は。

　反響が大きく、毎月20日に墓地
相談会を行っているが、相談の半分

以上が樹木葬墓の見学と問い合わせと
なっている。
　また、磐田市では、合葬墓を整備して
いる。埋蔵の仕方が異なり、カロート
(納骨スペース)に体数が多く収められ、
販売金額が本市よりは安くなると想定さ
れる。市外までは募集しないとのことで
ある。

Q

A
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植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　タグラグビーは、1990 年にイギリスで考案さ
れたラグビーゲームです。ラグビーと同じ楕円
形のボールを使い、左右にワンタッチテープの
あるベルトを腰に巻き、そこに帯状のリボン（タ
グ）を着けボールを持っている人のタグをとって、
トライを阻止します。市内小学校の授業で行っ
ています。ご家庭でも「トライ」してみては？

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
＜２月市議会臨時会＞
２月４日（月）市長提出議案の審査
＜２月市議会定例会＞
２月25日（月）開会、議案の説明
３月 5日（火）市政に対する一般質問
　　 6日（水）市政に対する一般質問
　　 7日（木）市政に対する一般質問
　　11日（月）議案の審査（常任委員会）
　　12日（火）議案の審査（常任委員会）
　　13日（水）議案の審査（常任委員会）
　　14日（木）議案の審査（常任委員会）
　　22日（金）委員長報告～採決、閉会

　去る10月26日、平成
30年度総務大臣感謝状
贈呈式が東京都内にお
いて開催されました。
　本市議会からは大庭
通嘉議員が市議会議員
として35年以上在職
し、地方自治の発展に
顕著な功労が認められ
ましたことから、表彰
を受けました。

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

みんなができる
「タグラグビー」

２月市議会臨時会
２月市議会定例会のお知らせ

総務大臣表彰

議案に対する議員の賛否 ○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥
〈議長（髙木清隆）は、採決に参加しません。〉

　今回の議会報告会では、各常任委員会における
所管事務調査で選定されたテーマの調査・研究に
ついて市長へ提出した政策提言内容を含め最終報
告を行いました。いただきました質問・意見等に
ついては、引き続き各常任委員会が行っていく所
管事務調査の参考とさせていただきます。
　今後も引き続き、市政及び議会活動に対し、
市民の皆さまのご理解を深めていただくため、
分かりやすい議会報告に努めてまいります。
●開催日時・場所・参加人数
・平成30年10月27日（土）午後７時～
　　月見の里学遊館２階集会室C　35人
・平成30年11月３日（土）午後７時～
　　総合センター４階大会議室　　44人
・平成30年11月17日（土）午後７時～
　　メロープラザ２階会議室３　　41人

議会報告会を開催しました

No.68

市議会

タックルしたり、

ボールを蹴ったりしないよ！

（広報委員：木下　正）

●市議会議員　大場正昭氏が、一身上の都合により、平成30年
12月21日をもって、袋井市議会議員を辞職しました。また、
辞職に伴い、大庭通嘉議員が建設経済委員会委員へ変更とな
りましたので、お知らせします。
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日米地位協定の見直しと、辺野古の海埋め立て工事は沖縄の民意が
明確に示される県民投票まで凍結することを政府に求める意見書を
袋井市議会が可決することを要請する請願書

平成30年度袋井市一般会計補正予算（第4号）について
老人福祉センター「白雲荘」の指定管理者の指定について

議　　案


